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遺構内出土土器
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遺構内出土石器
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規模 (cm 

番 平面形 i的rrl師 形 J主よ 物
長i!iliJ 短ililh 深さ

1 135 120 45 1有円形 第60[z133(石錐)

2 100 つJJつ rl 方ラ

3 95 90 34 惰円形 (吾)

4 110 100 22 楕円形 liJilfli If~ 

5 88 40 楕円形 (玄)
~ 

6 90 65 14 楕円形

7 140 100 22 1有円形
¥..______/ 

8 72 20 円 形

9 91 12 円 形 第60図34(石匙)
⑨工J

10 107 70 13 小 "1:1]形 (互)

11 70 60 10 楕円形 (芝、) 訴す61図50(陪ミ石)
l______j 

12 91 85 20 楕円形 (玄)
'5' ーヘ~ー

13 63 56 40 楕円形 (王)

14 80 66 16 1有円形 (ぎj 第55凶116、制文、第60凶350作製{i斧J

べJ15 172 95 22 隅丸長方形 ⑨ 第50図84-86、王子安時代(内黒土師杯、赤褐色土器J不)

16 75 65 10 楕円形 u 
17 98 77 8 長方形

18 172 154 25 楕円形 ヨ〕
{号、V

19 96 69 26 栴円形 (玄)

20 265 164 48 楕円形 (雪)

21 188 146 14 長 7砂 (玄) u 
22 146 105 円 耳ラ (11) 第55図117~119、縄文中期末

23 200 165 57 情円形 {⑬IU 
24 140 104 33 不拡形 (玄) 第55図120、純文中期末

つ'-'ににノ 167 100 1ム3 主，ι三又 j 正iノ予〆 住1JFVE=Vに[ドマ可11ムつ21-1つ〕以つ、土I l't問Uイ~汁rア!tマ)J-[り1mいフiマf川R 

26 147 90 43 1有円形 〈言)

27 120 98 円 形 員~55図 123、利文仁j二1Jm 末

28 90 83 10 情円形

29 72 12 円 庁3 第55凶123，*IU文中JlJJ;fく

30 182 130 20 不 幣 ffj

31 92 66 13 不整形

32 98 70 16 1有円形 (2ι 

33 104 100 15 情円形 第551ズ1124~126、市!日文WeJPJ

34 108 98 22 1有円 Ifj
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規模 (cm) 
番 1FJ J 1 平 [i'ri形 |的rrJfi ff~ 出 ]主よ 4方

長t!irh 短I!frh 深さ

35 82 83 円 lf~ 

36 106 97 18 惰円形

37 325 175 16 |鵠丸長方形 第55凶127、制文f~t却!

38 480 314 30 不 ls宅-Jf-; 第55凶 128~130、縄文中期、第60図37(石銑)

39 182 110 13 不整形 第55図131~135、縄文晩期、第60図36(磨製石斧)

40 90 77 35 1有円形

41 165 135 104 楕円形 第50凶87~89、縄文 i判明末、第61図51 (台石)

42 66 10 円 :IT~ 

43 144 85 30 小半Ij形 (五)

44 124 108 52 隅丸方形 (2) 

45 80 72 16 惰円形 (2) 第56悶136・137、縄文中期末、第60国38(石鍛D

46 90 11 円 形 管) 第56図138、縄文i判明

47 78 61 11 f百 円 形 ⑧ 

48 105 90 36 楕円形 ⑨ 

49 88 52 12 楕円形 争〕

50 181 113 14 小半Ij形 ⑧ 

51 52 13 円 JT~ ⑧ 

52 87 77 25 1有円形 ⑦ 

53 92 60 31 惰円形

54 91 66 10 情円形 (吉)

55 95 65 45 楕円形 第56図139、純文

56 123 105 118 1有円形 第56図140~144、縄文中期(大木10式)

第96図11(再利用土製品)

57 111 104 88 楕円形 第51区190~93、第56図 145~147、細文中期

58 100 73 20 1有円形 ぽ) 第51図94、第56図148、平安時代(須恵器)

60 80 70 15 不整形 ([1 

61 77 70 95 楕円形 ⑬ 

62 67 15 円 形 ぽ1

63 100 46 円 庁予 (玄)

64 75 39 円 牙5 「言7

65 90 85 18 t1'I円形

66 92 20 円 形 (玄j

67 120 104 94 情円形

68 79 21 円 7杉 (玄)
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規模 (cm) 
番 t可l 平 副形 It好filijT-; 社l ]息 物

長qirh 短ilIlh グ(~~こ ð子

69 106 102 33 楕円形

70 51 38 28 惰円形

71 60 58 11 楕円形

72 218 87 56 不整形 (2') 

73 95 82 44 惰円形

74 101 94 46 梓j円形 1J) 第57凶149・150、純文中期、第601X139(行銑)

75 90 80 20 隅丸方形

76 84 77 23 隅丸方形

77 213 82 23 長方形

78 62 22 円 形

79 102 92 24 情円形 ⑧ 

80 178 96 21 不整形 (玄)

81 55 78 円 万ラ (玄)

82 65 24 円 耳ラ (⑤ 

83 97 88 51 楕円形 第57図151、縄文

84 115 83 72 不 g~~ ;Tf-; 第57図152、縄文中期末(大木10式)

85 106 89 円 形 第51悶旬、縄文l晩期

86 120 93 円 方手

87 80 25 円 万ラ

88 100 84 63 楕円形

89 105 72 16 楕円形

90 220 192 212 不整形 第51図96、第57図153、制文中JO]初頭

91 210 195 194 不整形 叫) 首;57[豆1154、組文中!リJ1<7]頭

92 115 111 14 楕円形 (2) 

93 154 105 25 楕円形

95 160 125 19 構内形 ⑧ 

96 205 166 23 不整形 第57関155-JIU文中J!Jj初頭

97 110 76 66 楕円形 (fo) 

98 188 94 99 不整形 (吾}

99 122 85 32 橋円形 ① 

100 256 180 50 楕円形

101 170 102 27 不整形

102 190 170 10 楕円形 第571叉1156・157、制文中山

103 78 61 19 惰円形 (瓦)
ーーーー圃ム剛剛醐拍凶
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規模 (cm) 

喜子 E弓1 平 面形 !新市i形 j立 物
長l!f!l， 短車rli 深さ

104 80 70 62 1有円形 CQ) 

105 132 96 62 不整形 (8) 第57図158・159、縄文中J[:)J初頭

106 98 72 60 栴円形 (吾)

107 140 133 32 i有円形 。) 第571z1160~162、制文中WJ

108 152 130 24 楕円形 第57図163・164，Mtl文中期(円筒上層 a式)

109 116 66 18 1有 1::r1形

110 136 122 110 不整形 第52図97~99、第57 ・ 58図 165~173 、純文中期(円筒

上層 a式)、第60図40(石錐)

111 115 88 104 隅丸方形 第58図174、純文I判明 a式)

112 225 164 8 不整形

113 92 66 30 府円形

114 87 72 10 j有円形 第四関175、出IU文

115 172 114 31 惰円形

116 226 146 45 不整形 第58図 176~180、縄文中WJ

117 176 88 76 不整形 ⑦ 

118 105 66 47 不整形

119 75 70 21 楕円形 (ぎj

120 110 91 116 1有円形 (11) 第58図100、第55図181~184、縄文中期初頭、第60

図41(石錐)

121 93 83 13 1有円形 ② 

122 112 74 18 情円形 ② 

123 92 86 14 不整形 ① 

124 124 106 98 不整形 ⑪ 

125 85 65 14 不整形 ① 

126 110 118 円 耳手 ① 

127 17 I不整形| ① 

128 94 76 31 楕円形 ② 

129 170 86 12 隅丸長方形 ② 

130 111 78 24 楕円形 ① 

131 84 58 80 栴円形 (き)

132 90 58 60 不幣形 (7) 

133 136 70 8 十百円形 (宮)

134 173 153 24 十百円形 (玄)

135 143 122 92 l有門 M 。) 第581ヌ1185、純文中期初頭、第60区J42(干i鍬)

136 78 48 36 不整形 (玄) 第58 ・ 591苅 186~194、組文中JtJj初頭
し
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喧擾 {酬}

長袖 経軸 保是
、l'IIU !i 断 筒形 11¥ t ，書 8骨

137 119 39 1'1 R昔 ⑤ 第帥闘叫(へヲ状 ~ i:rJ)

138 99 85 18 I~I ド1 M Q¥ 

1:拍 156 91 22 'J、判 持参 ，) 第掛図195・196縄文・1'l1li初期‘酷61儲53lfi鍾}

140 73 14 門 湾企 (!¥ ~l油田197・2蝿、崎真

141 蛤 曲 11 情門嚇 2 

142 1箆 58 28 '有利融 (i 

143 部 15 1'1 聴 ど宮j

144 58 却 f'I 耐 。、
145 104 16 門 相 。、
ト16 120 1帥 21 陶丸)JfrJ 付] ?ol53図101、錦591喝199、縄文中JPlm頭f内鱒上桝./.:) 

主栂埋t量遭掴 {第崎 ・柑凶〉

IS隼韓出された. 1・2・14号が隷目膚必で、他I:'oーム詞で暗記された.探鉢形 ・島勝土zlの

岨aて、 U号丹東測には旋土がみられ、 M号の埋S土器時中には川紙百が人~ていた.

11'(第柑国3

.I.!Ii憤tH寄れた.. 1-3刷 之宮町n!ll踊iで、 4号は 0 _ ムl掘で傭iZ.:!れた. l-3号は石閥炉で、

Ill:副が火剤を受け石もi!f，:lrしていた， 4リliS闘士2骨粗政調iと1i制l訓iからなるいわゆる腹式伊でA

I.i 0 .t:i l国よ訟場設剖lは探鉱n~よ加の ド ド掃を正立して壇殺し、附迎は火削i:受けて弱、事l Lている .

~;組揖lはおを側舗民高島み、 底術&U'側耐の石が火角を受吋ている. 伊丹崎辺に ピ ヲ トは被帽検出 さ

れたが、住婦の壁は確認されなか，f.;，. 
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第3隔 黒色土、 2層よりややIIf'iい、炭化物混入 z 
第4層 黄掲色土、ローム粒子混入、{まてぽそしている
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¥ ¥ __ -L 第lf?l黒褐色土、しまり強、ローム粒子多量浪人
.¥ c-寸ヮ 第2層黄褐色土、粘性強
2¥ 1 ごず 第3層I!調位、しまり強
~ (z7j 第4層附褐色土、粘側、しま1)強

第u予 黒褐色土、iA土少量・炭化物混入
第2貯 黄褐色土、黒色土粒子混入

-38.60m 

A 

_A-
u~4Aっ一

号土J広 第l層黒褐色土、しまり強、'I:ld浪人
-39.30m 第2府芝浦色士、炭化物少Et浪人

「えムイ
第 1崎 県褐色土.粘性弱、しまり強、炭化物混入
第2層 H音腕土、棚、しまり強、ローム粒子混入 率~ 

一

1/ '¥'¥ ~12号土拡
I ( ) )一一 第i層黒色土、炭化物浪人
¥人 /よ 第2層 l峨褐色土、炭化物、ローム粒子浪人 38.60m 
¥ご-----./，/ 11号土拡 ー

司馬J二-;;;;;;r-
第l層 黒褐色土、炭化物浪人
第2層 褐色土、ローム粒子浪人
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ヌ号土拡

見戸ア
第1層 11告掲志士、炭化物少量混入
第2層 11音褐色土、ローム粒子多量混入

- 38.60m 

-39.50m 

ミ三三盆〆三品「、;グ

-38.60m 

て~
第l層黒色土、炭化物混入
第2層 精黄掲邑土、炭化物・ローム粒子混入

一n~一、トJ 訂

一一一戸 一3却9.7叩Om

「ミ弓:戸ぎ千ヂt-
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85号土拡

-38.70m 

第1層 階褐色土、掲自土・炭化物少量混入
第2層黒掲芭土、炭化物少量混入
第3層黄褐色土、黒邑土混入
第4層 階褐色土、補色土多量混入

88号土拡

人混同

入
計
入
混
入

場
混
量
混

子
子
多
量

粒
粒
子
多

土
ム
粒
子

燐
一
ム
粒

、

口

一

士

士
、
ロ
粘

也
土

補
色
土
土

茶
褐
色
包

赤
暗
褐
補

層
層
層
層

l
ム
円
乙
つ
J
4
4

第
第
第
第

ーへ日比
自
尽少物川gνaい

十
ム
山
灰

+
ム
向
]

也
捕
土

2

掲
緒
色
一
¥

暗
極
掲

3

路官一部同日一路叫

宅

I
4
n
/
μ

っ、
u

お
叩
情
出
市
岱
叩

第1層黒褐色土、補色土・炭化物混入
第2層 黄掲色士、黒色土混入
第3層 i清掃を2土、炭化物混入
第4層黒褐色土、補色土粒子混入
第5層 fl青褐色土

89号土拡

斗ニキイ-=')d.lvm

第l層 階掃車士、炭化物・ローム粒子混入
第2層 黄褐色土、ローム粒子混入

86号土拡

Mm「 432Y
黒褐色土、炭化物混入
i清掃色土、ローム粒子混入
時褐邑土
褐色土、ローム粒子混入
掲怠土、炭化物・ローム粒子混入
黄褐色土
黒褐色土、炭1[物多量混入

39.70m 

2に l ]r2 

第 1層時掲色土
第 2層褐色土

93号土拡

94号土拡

一一 39.30m

5 
第1層 黒掲色土、黄褐色土粒子微量混入
第2層 i清掃色土、焼土・炭化物微量混入
第3層 黒褐邑土、焼土・炭化物少量混入

一一39.80m

国 土士広
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95号土拡

_39.80m 

96号土拡一丈一~ ー-d1腰22、トムザ

訪問iir混入 39.30m 

97号土砿

-39.90m 

-39.80m 

ザ
〈
M
W

I

A

1

A

澗
切

混

混

り

柿
W

崎
明
ト
」
m

h

V

B

U

L

V

仁
凶
司
泊
7
1

開

聞

社

土
ム
ム
土
土

l

尚
]
街
〕
+
土
也
街
]
↓
ム

掲
揚
色
恒
間
褐
色

同
町
帥
咽
褐
北
由
ハ
黄
褐

日
明
日
間
協
明
日
間
官
民
明
開
明

1
i
n
/
u
q
d
4
aゐ

F
k
d
p
h
U

皆
同
市
常
甲
骨
車
輸
出
市
噴
出
市
靖
国
市

第l層 精褐色土、しまり強、ローム混入
第2層階褐色土、炭化物混入
第3層 II~褐色土、ローム粒子・炭化物少翠混入
第4層 褐色土、しまり強、ローム粒子混入
第5層階褐色土、炭化物多量混入 4 

第6層 #j(g土、しまり弱、 fiff掲色土少量混入?
第7層褐色土、しまり弱
第8層階#j色土、補色土多量混入
第9層 IIff褐色土 v 

99号土拡

-39.70m 

¥、与プ
100号土拡

39.60m 

第l層 階補色土、ローム粒子少量混入
第2層 褐色土、ローム粒子多量混入

第42図 土士広
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-39.60m 

人混
且田一少土色

入

掲

浪

黒
土

拡

自

h
リ

掲

土品

土

土

し

色
白
〕
土
土

褐
褐
邑
色

暗
暗
掲
掲

暗
闇
層
層

1
2
3
4
 

第
第
第
第 39.60m 

-一一一一一一一一 1 ~ 
""--:目立二二玄二...__ 1::::::2 

第 l層 階掲色土、褐色土粒子・炭化物少最混入
第 2層 褐@ 土

-39.60m 
-39.60m 

一首wr
第1層 |清掃色土
第2層 日官補色土、炭化物・ローム粒子少量混入
第3層褐車土、炭化物微量

107号土地

39.40m 第1栂 1I(j褐色土、炭化物少rt浪人
第2層時褐色土、炭化物目ローム粒子少量混入
第3層階補色土 寸マ一一: 一→一一

同 \s'~ .~Lノ (i r~

I ( 

105号土砿

第43図 土 拡

-185 -

第i層 階褐色土、炭化物微量混入
第2層 黒褐色土、炭化物・黄掲色土粒子少量混入マ11一l倍音"-'"第4層 暗掲色土、黄掲色土.黄褐怠土多量混入

一_)一j一 弟1隠 爽嫡揃福純色土
第2層階補色土、炭化物少量混入
第3層 階掲色土、炭ft物・ローム粒子少量混入
第4層 援H官補色土、ローム粒子混入
第5層援暗褐色土

106号土拡
一一39.60m



108号土I広

、主 2 ¥匂
第1層 階褐色土、炭化物微量・黄掲名土粒子少量混入
第2層 黒掲色土、炭化物・黄補色土粒子少量混入
第3層 階褐邑土、炭化物微量混入
第4層褐色士、時掃車土混入

109号土拡

-39.50m 

込二ζ二土子三)J2
第1層 結構色土、炭北物微量栂色土粒子少量混入
第2層褐色土

f「-( l )-
一一39.60m

第l層
第2層
第3開
第4層
第5層
第6層
第7層
第8層
第9層

A 

B 

p 
、園圃d

時補色土
黒褐色土、炭化物混入
暗褐色土、炭化物・ローム粒子少量混入
黄褐色士、粘性あり、時掲色土・ローム粒子混合土
精黄色土、粘性あり
i清掃色土、ローム粒子・土器片混入
黄怠土
時黄色土、炭化物混入
時補色土

v一三三、

第l層 黒掲色土、掲色土粒子少量・炭化物微量混入
第2層黒補色土
第3層階掃邑土、褐色土多量混入一
第4層黄補色土

第 1層 暗補色土、掲色土多量混入

土拡 。
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Aノ

110号土拡

A〆

39.40m 

旦~39.40m

112号土拡

-39.70m 

1m 



39.3οm 

f第 l層 階補色土、黒補色土粒子・ローム粒子混入
1 ~~ムー....-- 115号土砿

J 第1層 暗補色土、ロ-t，.炭化物少量混入 I ¥ 1 /1 
慾?隠掲魚十 ローム粒子多量混入 l '--- 十 J イ九/

語3骨 量福豆土、ロームブロック混入 '---一_2←一一一~

113号土拡

寸を正三ノ
H音掲色土、ローム粒子少量混入
黄褐色土、ローム粒子多量混入
黒掲色土、炭化物少量混入
熔黄褐色土、ローム粒子多量混入

第l層
第2層
第3層
第4層

-~-39 号」

にZ?
第l層 時褐色土、炭化物・ローム少量混兵
第2層 階黄色土、R官補色土・ローム粒子浪人。入

人
混
混

且毘且思

A
7
8
タ

物
別
物

w

b
v
U
B
V
し

山
灰
山
灰

↓
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ふ
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十
ム

街
]
街
]
街
]
街
〕
牛
ム

褐
掲
捕
褐
色

暗
黒
黄
灰
掲

日
間
唱
田
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馬
曜
日
南
観
情

1sane'ω
円

4
d
a
m
-
v
h
u

惜
出
別
輸
出
市
噴
出
別
措
出
別
措
出
市

120号土拡

- 39.30m 

1m 。

@/一、、¥

; 

第lR'!黒褐色土、ローム粒子娩土少量混入
第2層 黒褐色土、ローム粒子少量混入
第3層 階褐色土、炭化物多量・ローム粒子混入
第4層 茶掲色土、ローム粒子少量混入
第5層 階黄掲名士、ローム粒子多量・炭化物少量混入

116号土拡-39.90m 

=-39.50m 

臥

1
A

入
入
喧
町
制

調
伽
油
備
パ

r

s
タ

子
且
恩
サ
入
手
a
入

粒
少
、
混
粒
混

ム
物
ぺ
物
ム
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一
ル
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崎
明
ル
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一
ル
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ロ
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化
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ロ
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4
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L
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+
ム

色
色
土
色
色
色

調
掲
色
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黄
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臼
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A
n
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ω
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A
2
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刑
輸
出
市
抽
出
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吐
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出
市
噴
出
刑
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117号土拡



-39.50m 

-5P-
第1層掲色土、ローム粒子混入
第2層黄褐邑土

124号土拡

一一39.40m

入混
入

且
一
旦
細
川
刷

タ
タ
島
袋

ネ
J

タ
ア

粒
子

ム
粒

一ム
ロ一、ロ

土
、
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色
土
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黄
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崎
留
噌
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1
i
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q
u

答
期
信
町
市
柑
府

一

て::::;; 125号土拡

、九乙/

ziE 3喜幸子;EiZ8355会入

122号土砿

1込ム~
第1層褐色土
第2層 階補色土、ローム粒子多量混入
第3層黄褐色土
第4層 黒掃車土、ロームブロック・炭化物少量混入

-39.40m 

、ミムノ~
入
入
ク

混
混
ツ

且
息
子
ロ

少
粒
ブ

物
ム
ム

ル
出
一
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ロ
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土
土
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色
色
色

褐
掲
揚

黒
崎
黄

層
層
層

1
i
ワ
'
ω
q
u

第
第
第

128号土拡

-39.60m 

39.70m 

1
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入
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混
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一
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一
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一
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一
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一
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掲
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色
色

「
I
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ハ
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網
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旗
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組
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5
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原
宿
日
開
唱
陪
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感
晴
門
品
開
唱

唱
f
A
n
/
u
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d
s
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-haυ

笥
叩
位
指
抽
出
刑
密
閉
日
抽
出
市

ハ
U

4
4
4
 

0
円
vqM 一

第l層補色土、ローム粒子多量混入

\斗~

1
八

人
混

桐
倣
島
岡
地

思
議
ク
タ

今
ノ
ネ
J

フ
ナ
叫
利
一

粒
ム

'
山
一

一
口

口

、、・土

土
自
]

出
口
組
閣
問

褐
黄

み
」
口
付
ゐ
u
h
口
叫

阪
府
関
崎

1
2
 

噴
出
削
位
同
市

129号土fl1¥

- 130号土拡 - 39.50m 

2 2]' 
第l層階黄補註土、ローム粒子混入
第2層褐邑土、ローム粒子少量混入
第3層黄褐色土、ロームブロック

一 一

← 3 第l層黄掲位、トムブロック多量混入
一可ヘ /、1... 一一 第2層時掲色士、炭化物骨量混入

'¥.¥. 2 _L一日ν3 '<.._ノ/ 第1層 1自黄色土、ローム少量混入
一 第2層黒褐色土、ローム多量混入

第3層黄掲色土、ロームプロック

第46図 土士広
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132号土拡

-39.30m-

人

人
入
混

混
混
量

量
最
少
人
人
ク

多
少
子
混
混
ツ

子
子
約
一
量
童
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約
…
粒
ム
少
の
ノ
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ム
ム
一
物
物
ム

一
一
口
化
化
一

口
口
、
炭
炭
ロ

、土

土
土
也
土
土
土

自
色
補
色
包
色

掲
揚
黒
掲
掲
揚

北
聞
(
茶
暗
黒
精
黄

135号土拡

=39.30m 

第1留 黒色土、炭化物・黄褐色土少量混入
第2層 黒褐色土、炭化物・黄補色土少量混入
第3層 黒掲邑士、炭化物・黄褐色土多量混入
第4層 黒掲怠土、炭化物少量混入

139号土拡

第 l層黒褐色土、小磯混入
第 2層 階補色土、黄掲也土混入

…可弘一1ーよ~工む2ι4{

人混日
単
一
1

八

多
程

ク
量

ツ
少

ロ
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伝
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十
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黄
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帥
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昨
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叫
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知
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鼠
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協
同
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1
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ぺ
d
4
4
A

翁
町
市
惣
閉
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山
市
信
用

134号土拡

-39.60m 

2こ と ¥ 1 __ 

第1層 階掲色土、黄掲色土粒子少量・炭化物微量混入
第2層 階黄掲色土、黄補色土混入

Cコー色土問混入
第2層茶補色土

141号土拡

ーモ三詳三ヶー

第47図土拡

一 一

136号土拡

-39.40m 

tt?? 
入混

入
量

混
多
入

子
子
混

粒
粒
思
議

土
土
少

邑
色
物

褐
褐
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着
(
苦
心
灰

十
ム
十
ム
ム
ム

色
色
色

調
間
源
開
源
開

出
切
位
旬
此
旬

厨
哨
障
室
商
唱

1
1・a
nノ
μ
qペリ

窓
h
m
抽
出
削
密
閉

138号土拡

-38.50m 

~1_/ 
第1層 黒溺色土、 1J~褐色土少量・炭化物微量混入
第2層 精褐也土、黄褐色土少量混入

38.5crn 

189 

137号土拡
-39.20m 

bd  
第l曙 黒褐色土、炭化物・焼土微量混入
第2層階褐色土、炭化物微量混入
第3層 i培褐色土、黄掲色土多量混入

-h  

。 1m 



マ出 フf
第1層 n官補色土、ローム粒子多量混入
第2層階褐色土
第3層 黒褐色土、ロ…ム粒子多量混入

第4晋茶掲名士

¥ょ_I7D
第i騨 黒褐色土、炭化物紛色土粒子少量浪人

L ノ

人混白
星

入

少

混

物

岡
山
県
ル
ル

少

炭

均

ノ

・

ツ

呂

問

中

口

取

引

y

ブ

子
ム

粒
一

ム

ロ

一
ロ

f
1
一
、

邑
土
土

褐
色
色

時
掲
揚

第1層
第2層
第 3層

l 王手埼設土器

え掛正 o

H音褐自土、ローム粒子多量混入
黒補包土、ローム粒子混入
極黒掲芭土、炭化物少量混入
暗黄褐色土

/ラヨコごミミ¥

第1層
第2層
第3膚
第4層

寸ミ:czr-

145号土拡

-39.50m 

J 仁〉
2号埋設土器

ーっ 一38.20m

てぎ瞬7
第l層 補色土、炭化物・ローム粒子混入
第2層 階褐色土、ローム粒子多量混入
第3層褐色土
第4層 黄褐色土、ローム粒子多量混入
第5腎赤褐色土、焼土混入

人

人
混
入
混

物
混
物

化
物
化

炭
化
炭

、山灰
土
、
土

色
土
色

褐
色
黄

暗
黄
暗

第1層
第2層
第3層

黒褐色土、炭化物少量混入第1層

。
6号埋設土器

- 39.00m 

第l層 階褐色土、黄褐鼠土少量・炭化物微hl混入
第2爵時繍色土、黒褐色土制品色土少litiJt入

器
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、
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人
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1号履物跡 (書事62凶)

調?f区北側、沢の縁辺倒で検出さ九た.本建物跡の南側は切ょによる盤地た行な勺 て、。る。

繁行3f.'・・5.65m(丙から1.85m+1.901 +1. 9m) X桁行?柑:J=12.7加(1.9m +1. 7m +1.85m + 

1.85m + 1.8m + 1. 8m + 1.85m)町商慎lに船の付〈擁立柱建物跡で、北側巳富島行l間=1.6m X桁行

7問=13.3m (阿から1.9m + 1.8501 +1. 9m +l. 9m +1.95m + 1おm+1.95m)の綿立役鈍物跡が

付属L、桁行せを南北械建物跡の繁行に是正鰯*揃 え、全体がrL J字形を呈する。南北隣組物跡の腐

は南から H昨日と Z冊 目をx< 0 建物方向は南北様建物跡1>'西で北へJも7・、 東商棟建物跡が北で]取

へ37・隠れている。術北線建物跡の槻り方は身舎が続50ー筑k晴、官躍さ40-剖酬の円形、 m円形で、劇

/J;f，塁間』帥師、縦書40-55-酬のf'J影、梓11'111:長を議し伶痕は全体内7制確認され、 16-20酬の円形で

ある. 8闘の主主穴からは梓泌材が検出され、材質は杉と考えられる.綬土に準大位の暢が多〈人勾

て、た.東西棟建物の侃り方は6~55-7Oan、採さ刊~剖聞の円形、何時円形な去する。椛棋の撤t{'.で

きるのもあり、 16-20酬の円形である。磁土に1耳障や小石が入勺ており、 ー慨は俄闘としている。

陶列的柱穴は隣土 F府に砂質止が多民民混入し跳アタリに編ザな川県行主'設置Lたり、下部制限内

換を利'Jmして般石と ιているものもあゐ。

2号盛物跡 (第63鴎〉

調査l互北側、沢町縁辺部で倹出された.

繁行2間=4.701(北から2.3m+2.4m)X桁n5 m:l=9. 501 (酋から1.9m +1. 9m +1. 9川+1.95m

+1.85m)の倒立険建物跡である.建物方向は北で酋へ2.5・阪れている。搬り方はf墨50-60畑、僚

主40-ぽ)cmの門形、間円形を議する。怯艇の確認できるものもあ旬、径15-18閣の円形である.

3号建物跡 {第64留)

調査区北側で検出した.

l制 {レ'1m)X 1 r.1{l，4m)の身台に4碩締が付〈細忠信Il'物跡である。 H自体南4北がS附=3，1吾

川{西から1.15m+ 1.0m + 1. Om)、東と習がzIUI-z.5m(北から1.35m+I.15m)で酋雇通が北へ』

r.~ (1. Om )延びる。 建物方向は凶で北へ30・ 撮れて.. . ~" 締 り方は径30-40刷、 探事15<;mの内彩、続

門}静聖祭ナる.総痕の確認できるものはな、、

4号車量物跡 {郷6(;閥)

湖東区北側で検出 した。

繁行I間=Z.lmX桁行6':;1=11. 25m (活から1.9m+1. 9m +1.75m +1.85m +1. 9m十1.95m)

で北側に摘の付 <t目立住建物銚である.建物方向は~tで東へ34')語れている。 抱り方は#舎、 :幅共

巳後30-40冊、採さ20-30佃町内形をど益する.柱艇の雌総できるものはな、・'..51-7建物跡に切られて、、る。

51華麗物跡 t第85凶}

調査区北側で憤出された。

強行 1開園 zmxlfr行 5問・9.6m(~から1. 901 +1. 901 '"・1.95m+l.95m)で北側に砲の付く偲

-2間一
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掘り方は身舎、廊共に筏40~60cm、深さ立柱建物跡である。建物方向は北で東へ330 振れている D

号44 
40~60cmの円形、楕円形を呈する。柱痕の確認できるものもあり、径15~20cmの円形である。

建物跡を切っている。

6号建物跡(第66図)
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黒色土、粒子のあらい砂・炭化物・ローム粒子混入

暗黄色土 。 1m 

3号建物跡
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付く掘立柱建物跡である。建物方向は北で東へ330 振れている。掘り方は南西が径50~60cm、深さ

40~60cmの円形、 る。北田と痛が同時に掘られ50~60cmX 150~ 170cmの長方形で¥深さ

20~40cm、柱を据える部分はさらに1O~20cm掘り込んでし、る。 H痕の確認できるものもあり、怪15

~20cmの円形である。

その飽の建物跡(第127凶)

7 11~14 号は調査区南側で検出された。

7 ・ 10号は掘り方径30~40cm、深さ 30~50cmの円形、惰円形を呈し、 7号ヵ.;1国 X 211問、 8・9・

10号が 1 間 X1 問である。 11~14号は掘り方径60~100cm、深さ 80~100cm の円形、構内形を呈する。
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11・14号が 1間 X3問、 12

号トが 1間 X4問、 13号が 1

間 X2間である。掘り

土より縄文土器片が出土す

(第127凶)

る柱穴が多い。

柱列

調査区北側、沢の縁辺部

(西

から 2.5m十 2.4m十 2.4

で検出された。

1号が 5間=12.3m

2号m十 2.5m十 2.5m)、

が 4間口(西から1.9m十

の

掘立柱である。掘り方は共

2.0m十 2.0m十 1.9m)

に径20~30cm、深さ 15~20

cmの円形を呈する。柱痕は

ov 

4 'Ti1物跡

I(コ

2号柱

列の東から 1番目と 2番目

石在認できなかった。

が 2号住居跡を切っている。
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出土土器

遺構内、遺構外の土器について群・類に分けて述べてみたい。

1 群土器(第72図239~250)

口縁部に斜位格子目文を施すものである。左傾を先に施すものが多L、O

A 1 類 (239~244)

仁!縁部が直立する深鉢形土器で、わずかに外反するものもある。粘土紐貼り付けによる隆帯をも

つもの、睦帯に連続爪形文を施すものがある。

人 一 2類 (248・249)

口縁者I~が「く」の字状に内屈する深鉢形土器である。いす~.t'Lも頭部に隆帯を巡らし、連続爪形文

を施すo

A-4 類 (245~247)

口縁部がキャリパー状をなす深鉢形土器で、ある。横位半隆起線の他に、 245は粘土粧を貼り付け

て連続爪形文を施し、 246・247は半隆起線に連続爪形文を施す口

2 群土器(第23図23~25、第57図155、第58図183、第71図225、第72~74図250~290)

口縁部に縦{立方向の半睦起線を主に施すものである。キャリパー状をなす器形のものが多い。

A-1類 (250)

口縁部がほぼ直立する深鉢形土器で、縦位半隆起線の間隔が比較的広くなっている。縄文を先に

施し、撚糸庄痕文がみられる。

A-2類 (251)

口縁部が内湾する深鉢形土器で、キャリパー状をなすものかもしれない。縦位半隆起線の間隔が

比較的広くなっているもので、縄文を先に施す。

A 4類 a (252~268) 

口縁部がキャリバー状をなす深鉢形土器で、縄文を先に施すものである。キャリパー状の内湾、度

が強いもの (252 ・ 258) と、弱 L 、もの (259~268) とがある。横位半隆起線に連続爪形文を施すも

のもある。

A-4類 b (23~25 ・ 155 ・ 225 ・ 269~290)

口縁部がキャリパー状をなす深鉢形土器で、縄文のみられないものである。 274~279はキャリパ

ー状の内湾度が強L、。 284~287の頚部には横位半隆起線を 4~5 本平行して巡らし、そのうちの 2

本には連続爪形文を施す。.225は粘土紐を曲線的に、また粘土粒の貼り付け』がみられる。 280・281

は小孔をもっ突起が付く。 278~280は口縁部に粘土貼り付けを行い (280は突起の下に)、半隆起線

が渦巻状に施文される。

3 群土器(第21図12、第221ぎ117、第23図26~29、第59図190 ・ 191、第67凶200、第711玄1226 ・ 227 ・

229 ・ 230、第74 ・ 75図291~329)
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口縁吉li~こ縦に短かい刻線を入れてその中に沈線が横走するもの、またその所々

印刻を入れるもの、三角形印刻文、蓮華状文等を施すものである口厳密には縦{立刻線に横位沈線が

走るものと、印刻や蓮華状文は分離すべきところであるが、一括した。

A-1類 (230)

仁l 縁者I~がほぼ直立する深鉢形土 ftð=である。 rJ 縁日1)は三角形印刻文、格子呂文、半隆起線文、それ

に無文部がみられ、ノト突起をもっO 胴部は木 [1状撚糸文を施した後に格子日文、半隆起線の直線@

曲線で文様を構成する。

A 3類 a (12・29・190・191. 291 ~309) 

日縁部が外反する深鉢形土器で、直立に近いものもみられる。横位無文帯を伴うものである。 12

は口径37cm、需高50.5cmである。口唇部に 2個の小突起が付き、内聞に玉抱き三三文文がみられる。

口縁部は蓮華状文、縦f立刻線の中も横{立沈線が走るもの、横位無文帯、半隆起線を施す。頭部は蓮

華状文、半隆起線文を施し、 2{厨 1対の突起をもっ O 堅実部の蓮華状文には 2ケ所が rU Jの字状に

また突起下には γハ」字状の貼り付けを施す。胴部は格子白を施した後に、半隆起線を直線・曲線

に施文する。 190・191は粘土貼り付けがみられる。

A-3類 b (309・310)

口縁部が外反する深鉢形土器で、向一{自体である。横位無文帯をもたなし、もので、口縁部上面の

平行隆帯に連続爪形文がみられ、その下に三角形の印刻文を施すものである。

A-4類 a (24 ・ 200 ・ 227 ・ 312~315)

口縁部がキャリパー状をなす深鉢形土擦で、縦位半隆起線文を伴うものである。 200は口径25cm

で、平縁口縁をなす。 日縁部に相対する 2{聞の粘土紐貼り付け文、口唇部に相対する小突起をもっ。

口縁部に 2条、頚部には 4条の横位半隆起線が巡る。縦{立半!盗起線は胴部にも施される。

A-4類 b (316~329) 

口縁部がキャリパー状をなす深鉢形土器で、横{立無文帯を伴うものである。 319は縦位刻線の中

に横{立沈線を走らせ、その所々に円形文がみられる。 324・325・329の口層部には突起が付き、 329

には小孔がみられる口 320は口縁部に山形の突起をもち、突y民には半降起線、亥u線、料突などが姉

文される。

A-4類 c(26~28) 

口縁部がキャリパーをなす深鉢形土器で、横位半隆起線文を伴うものである。 27は 1個、 28は 2

個 1対の突起が付き、半蜂起線で文様を施文する。

A 4類 d (229) 

日縁部がキャリパー状をなす深鉢形土器で、縄文地文のみられるものである。日程奇IHこ4個の小

突起をもっ O 突起下方に縦位に 2本の粘土紐貼り付けを施すが剥落し、その下は半蜂起線が引き継

がれる。突起内面にも貼り付け文がみられる。
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第69図 遺構外出土土器

8-1類 (17)

日縁部が直立する鉢形土器で、口径 8.2cm、器高15cmで、ある。口縁部は縦に貼られた 1本の粘土

紐と、横位への刻み目文、半隆起線文からなる。胴部は直線、 IU Jの字状の半経起線文と縦{立の

亥付表からなる 0

4 群土器(第23図30 ・ 31、第76 ・ 77図330~340)

にi縁部に横位無文帯を主文様とするもので、 3群土器にみられる縦位刻線の中を横位沈線が走る

もの、三角形印刻文、蓮華;伏文等をもたないものである。

A 3 類 (30 ・ 31 ・ 154 ・ 330~340)

口縁部がやや外反する深鉢形土器で、 i吉立にi斤いものもあおハ描二位士i士降紀線の中が鉦す帯)-介ろ《

333は半隆起線上に連続爪形文を施す。

5 群土器(第71図228、第76 ・ 77図344~359)

鼓形の器ff~をなすものを一括した。

A-5 類 (228 ・ 344~359)

口縁部が強く内湾して上部が立ち上がり、鼓形の胴部をなす深鉢形土器である。 228は口縁部湾

曲部に刻み f]文、格子日文、半隆起線文、無文部がみられ、立ち上がり部分は横{立無文帯、 4条の

横位半経起線文、口唇部近くには刻み目文を施す。 344~359は同一個体も数点みられるようである。

344~351 は日縁郎、 352~358は腕部、 359は胴下部である。 日縁部内湾部は三角形印刻文、刻み目
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A-3類 (32・231・232・368)

口縁部がタト反する深針形土器である。 231は仁1屑部に 4個の突起をもち、突起には刻みを入れて

いる。 日縁部の横位半隆起線に連続爪形文を施すO 胴部は円形の粘土貼り付けがみられ、それを囲

うように半蜂起線を曲線的に施す。地文はLR単節斜縄文 f横位回転)である。 232は平縁日縁で

地文はL R単節斜縄文(横位同転)である。

7群土器(第57図154、第76図341~343、第78図369~379)

服部破片で、半隆起線による直線・曲線文のみられるものである。口縁部形状、文様が不明であ

り、 2~6 群に含まれると考えられる。

A類 (154・341~343 ・ 369~379)

深鉢形土器である。 154・341~343は格子目文、 369~379は縄文を地文としている。 154 ・ 341~

343は縦・横位のi車線と曲線で文様を作り出すo 369 ・ 370は直線・曲線・菱形、 371~375は直線と

r L J 字状文で文様を作り出す。 3幻76~379は直線@曲線@孤状及ひ

のでで、ある O

8 群土器(第79 ・ 80図380~425)

いわゆる粗製土器で、縄文と撚糸文がみられる。 380は口縁部が「く J の字状に内屈する。 381・

383はゆるく内湾するもので、他はほとんど直立ないし外反する。外国に段をもっ口縁が多く、口

唇部が平らなものと尖るものがある。 385~388には横{立の撚糸圧痕がみられ、 419 ・ 420は無文であ

る。

9 群土器(第71図235、第81図426~434)

口縁部に半隆起緑による平行・波状文を横位に施すもので、縄文のみられるものである。

A-3 類 (235 ・ 426~434)

口縁部が外反する深鉢形土器である。 426~434は内湾気味に立ち上がる。 426 ・ 428は山形口縁を

なし、縦に直線・波状の貼り付けを行う。 235はUI形口縁の頂部に縦に撚糸庄痕文を 3条施文する。

10群土器(第71図233、第81図435~441)

口緑、部に半際和線による平行・滞状文を横{立に椛すもので、網支のみられたし、ものである円

A-3 類 (233 ・ 435~441)

口縁部の外反する深鉢形土器である。 233・238・441は縦位に粘土紐の貼り付けを行い、 233には

突起が付く。

11群土器(第81図442・443)

口縁部に半隆起線で、鋸歯状文を施すものである。鋸指状文は比較的大きい。

A-3類 (442・443)

口縁部が大きく外反する深鉢形土器である。 442は刺突を施す半隆起線の間に、 443は半経起線開

に縄文施文後に鋸歯状文を施す。

-221 



12群土器(第82悶444・445)

幅広の口縁部に、士|三隆起線による平行・波;伏文を横{立に施すものである。 10・11群土器と文様構

成は近似する。

A-3類 (444・445)

口縁部がゆるく外反する深鉢形土器である。 444は縄文を施した後に半隆起線を施し、縦位の粘

土紐貼り付ーけがみられる。 445には縄文がみられない。

13群土器(第71図234)

口縁部に横{立平行沈線を施し、その上下に連弧文を施すものである。

A 3類 (234)

口縁部が外反する深鉢形土器で‘ある。縄文を施してから沈線で文様を構成する。口唇部に突起が

口縁部に橋状把手が付く。

14群土器(第71図236、第82図446~458)

口縁古I~ に、平行する半隆起線開に連続爪形文を施文するものである。

A-3 類 (236 ・ 446~458)

口縁部が外反する深鉢形土器である。 452・453・456は内湾気味に立ち上がり、 450・451は山形

状をなす把手部である。 446~449は波状の半隆起線文がみられる。縄文地文のもの (446~452 ・ 454 ・

459) とないもの (453 ・ 455~457) がある。

15群土器(第82 ・ 83図459~465)

胴部破片で、縄文地文施文後に半隆起線を施すものである。直線@曲線・孤線・鋸歯状などの文

様で構成される。

16群土器(第83図466~473)

口縁部に縦位の粘土紐を貼り付けるものをまとめた。

A-3 頼 (466~473)

口縁部が外反する深鉢形土器である。京IJ突文、撚糸l王痕文、半隆起線文等の施文である 0

17群土器(第日図問、第52図100、第同国184、諮問関474)

縦{立方向に撚糸圧痕及び刻み目を平行に施し、その中に償位方向へ撚糸圧痕を施すものである。

A-1類ぐ96)

口縁部が直立する深鉢形土器で、頚部は若干外反気味である。口径28.5cm、器高40cmである。口

縁部に 4本の懸垂文がみられ、縦・横・斜{立の燃糸庄痕と下部の撚糸文で文様が作 1)出されている。

胴部は無文である。

C-3類 (100・184・474)

浅鉢形の器形をなすものである。 100には台が付いている。縦位に撚糸庄痕及び一部に刻み flを

施し、横伎に撚糸圧痕を施す。

222 
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18群土器(第83図475・476)

破片で全容をうかがう事ができないが、撚糸文施文後に半隆起線、で弧状にi三回をし、半裁竹管状

工具内面による斜方向からの刺突を充填させるものである。

A-3類 (475・476)

口縁部が外反する深鉢形土需で、山形口縁をなす。口唇部は撚糸庄痕による刻み目を施し、山形

口縁の頂部を除いて外側へほぼ直角に折れる。

19群土器(第83 ・ 84図477~482)

撚糸文を器面全面に施すもので、口縁部は横位方向へ、腕部は縦{立方向へ施すo

A-3 類 (477~482)

口縁部が外反する深鉢形土器で、全て同一偲体である。 478には粘土紐鮎り付けによる懸垂文が

みられ、 482には補修孔を穿ってし、る。

20群土器(第84図483~487)

器面に斜位格子目文のみられるものである o

A-3 類 (483~487)

口縁部が外反する深鉢形土器で、同一個体と考えられる。口縁部は粘土紐貼り付けや、斜位格子

日文、横f立半隆起線文を施す。腕部は斜{立格子目文施文後に、縦@横位、鋸権状等で文様構成を行

う。

21群土器(第84図488~496)

口縁部に横・斜{立方向への沈線を引き、沈線に沿って刺突を加える。区画された中に東日突を基点

にするように弧状をなす沈線を下方へ平行施文するものである。

A-3 類 (490~496)

日縁部がゆるく外反する深鉢形土器で、 491~496は同一個体である。 493には三ヶ月形の貼り付

け文がみられる。胴部地文はLR単節斜縄文(縦位問転)で、結び目文がみられる。

A 4類 (488・489)

日持'illiがキャ I} パー状を庁す浮鉢形士告書ず¥同一個体予あろ=沈特に土ろ尚早事・弧線:セや京IJ'Zj炉か

施し、頭部には隆帯が巡る。

22群土器(第23図20~22、第26図75~79、第52図97 ・ 99、第53図101、第57図160 ・ 165~167、第

58凶172 ・ 185、第九図238、第85 ・ 86図497~517)

口縁部に撚糸EE痕や単朝刊i各条体庄痕を平行して施文するもので、口 粘土紐貼り

付けによる懸垂文や突起にも施される。

A-3 類 (20~22 ・ 75~79 ・ 97 ・ 99 ・ 101 ・ 160 ・ 165~167 ・ 172 ・ 185 ・ 238 ・ 497~517)

口縁部が外反する深鉢形土器である。器肉が厚く、円筒形をなすものである。口縁部が強くタト反

するもの、直立に近いもの、内湾気味に外反するものがある。[二!縁部文様帯は比較的広いが、 97・

4
B
i
 円。つ山



185のように狭いものもある。 口縁部はこ又のIL!形口縁と平縁口縁とがある。 97は口径22.5cmで、二

又の山形口縁をもっ。口縁部は単軌絡条体圧痕を平行に施文する。頚部には隆帯が巡り、山形口縁

の下に粘土鮎り付け文がみられる。頚部経帯にも単軸絡条体圧痕を施す。地文は LR単節斜縄文

(横位回転)である。 99は口径32cm、器高40.5cmで、ニ又の山形口縁をなす。口縁部は単車由絡条体圧

痕を平行に施文し、山形口縁の下に橋状把手を千jけ、把手上部にはボタン状の貼り付け文がみられ J

る。頚部に隆帯が巡り、経帯@把手@口唇部には撚糸圧痕が施される。地文はLR単節斜縄文(横

位回転)である。 101は口径42.5cmでゆるし、山形口縁をなす。口縁部は山形口縁の頂部より懸垂文

が付く。単車111絡条体圧痕を平行に施文し、懸垂文にもみられる。地文はRL原体を使用し、縦位@

横{立回転による羽状縄文もみられる。 238はゆるい山形口縁をなし、 4単位である。口縁部は横位

に平行する撚糸庄痕の中に斜{立の撚糸庄痕が施文される。 I-Lr形口縁と U-I形口縁の間には 2個 1対の

突起をもっ O には隆帯が巡り撚糸圧痕を施す。地文はLR.RL原体による羽状縄文である。

185 ・ 497~501は懸垂文、 504~508はボタン状の貼り付け文をもっ。

23群土器(第25図60、第57図163 ・ 164、第四国174、第86 ・ 87図518~528)

口縁部に横{立方向へ 2~3 条の平行撚糸!王痕文や、 I UJ . I nJ字状や波状、鋸歯状に撚糸圧痕を

施文するもので。口唇部や頭、部隆帯、粘土紐貼り付けによる懸垂状文にも施される。

A-3 類 (60 ・ 163 ・ 164 ・ 174 ・ 518~528)

口縁部が外反する深鉢形土器で、探肉が)享く、円筒形をなすものである。 22群土器にみられたニ

又の山形口縁はなく、 In J 字状や IX J字状の懸垂状文が多い。 520の粘土紐貼り付けによる懸

垂状文は複雑で、単車Ih絡条体圧痕が施文される。 523 ・ 526~528は横位へ平行する撚糸圧痕の原体

と、その中の鋸歯状や縦位に施される撚糸圧痕の原体は異なるものである。 526・527は同ーの個体

である。

24群土器(第24図43~49、第87図529 ・ 530)

口縁部に横位方向へ 2~3 条の平行撚糸!王痕や刺突を施文するものである。口唇音!Iや頚部隆帯、

粘土紐貼り付けによる懸垂状文にも撚糸圧痕を施す。

A-3 類 (43~49 ・ S?9 ・ S30)

口縁部が外反する深鉢形土器で、器肉が厚く、円筒形をなすものである o 43~45 ・ 48 ・ 49は比較

的太自の粘土紐を貼り付け、胎土に砂が多く入っている o 46・47・529・530は比較的細目の粘土紐

隆帯を貼り付け、胎土に砂が少なく、焼成良好である。

25群土器(第25図50~52、第88図531 ・ 532)

地文である縄文施文後に、撚糸圧痕を直線 e 曲線・ IY J 字状に施すものである o

A-1 類 (50~52 ・ 531)

口縁部が直立する深鉢形土器である。口唇部付近は横{立に平行して、胴部は縦位に撚糸!王痕を施

し、端を環にしている。 50の口 1岳部には小突起が付き、両面から指先で挟み込むようにし、くぼん

つω
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でし、る。

A-2類 (532)

口縁部が内湾する深鉢形土器で、キャリパー状をなすものかもしれない。平行する陸起線の両脇

に撚糸圧痕を施し、その間に弧状に撚糸圧痕を施す。

26詳土器(第22図14)

浅鉢形をなす器で、粘土紐を貼り付けて文様を作り出し、体部下半は無文帯となるものである。

C 2額 (14)

浅鉢形土賠である。 41間の突起をもち、 3個は 2~ 31自の粘土貼り付け、 11悶は 2個の突起を鋸

歯状に貼り付けた粘土紐で、連絡する。その下には rの J の字状に粘土紐を貼り付ける。各突起間に

も「の」の字状の粘土紐貼り付けを行う。頭、部には粘土紐を巡らし、等間摘に棒状工具の側面を押

し当てて刻み白状に文様を施している。

27群土器(第25図缶、第51図93、第88図533~536)

口縁部に粘土紐を渦巻き状に鮎り付け、その両側に沈線等で調整するものである o

A-2 類 (65 ・ 533~536)

口縁部が内湾する深鉢形土器である。 65・534・535は渦巻き文が口鹿部より突出している。

C-2類 (93)

浅鉢形土器である。相対して 21聞の把手が付き、把手上には粘土紐を渦巻き状に鮎り付けている0

1 1厨の把手間には相対して rC J字状の鮎り付けがみられる。頚部下は無文である。

28群土器(第20図 4 ・ 5 、第22図13 ・ 15 ・ 16、第24図53 ・ 54、第25悶61 ・ 62 ・ 66~68 ・ 70 ・ 71 、

第55図117 ・ 122、第56関140、第57図152、第67図201、第88図537~543)

地文施文後に、沈線区画の磨消帯を曲線的に施すものである。ほとんどが破片で文様を明確につ

かめないが、縦位方向へ展開するものと横位方向へ展開するものがある。口縁部が無文帯で胴部地

文のみのものも数点含めた。

A-2類 (16・537)

口縁部が内湾す6~架鉢形十号阜で、ある竺 1 自は日間部が膨らすr器形で、口縁部無文帯、胴 i"fi~ に LR 単節

斜縄文(斜位方向)を施す。 537は匿闘内に刺突を施す。

A-3 頼(15 ・ 53 ・ 140 ・ 538~543)

口縁部が外反する深鉢形土器で、直立に近いものもある。平縁日縁が比較的多い O

B類 (201)

鉢形をなす器形と考えられるが、浅鉢形をなすものかもしれない。口縁部形状は不明である。 謄

消帯は横位方向へ展開し、地文はLR単節斜縄文(横位回転)である。

29群土器(第25図55~57、第50 ・ 51 図87~位、第54区1106 ・ 109 ・ 111 ・ 114、第55図118~120 ・

123、第56図136 ・ 141~147、第57関149、第88図544~548)
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粘土紐貼り付けによる隆起線開を際消しするもの、隆起線に 2~3 個 l 対の刻み目を施すもの、

口縁部が複雑な作りをなすものである。

A-1 類 (56 ・ 88~90 ・ 92 ・ 106 ・ 109 ・ 111 ・ 114 ・ 118 ・ 124 ・ 141~147 ・ 545)

仁!縁部が直立する深鉢形土器で、若干外皮気味のものもある。頚部が内湾して口縁部が鹿立する

ものが多く、口縁部文様帯は比較的広い。 88~90 ・ 109は向じような文様展開で、刻み目を施した

隆起線によって区画され、 rL J 字状に沈線区画の磨消帯が施される。 89は口径36cm、器高59cmで、

地文はRL 単節縄文(縦位・償位I.~I転)である。 口縁部のみに文様を施すものと、 92・106・114・

145・147のように腕部にまで延びるものがある。 92・114・145・147は隆起線と沈線区画の磨消帯

が、 106は蜂起線が胴部まで延びる。

A-2類 (548)

口縁部が内湾する深鉢形土器である。連続束IJ突文、隆起線医画の磨消帯を施す。

A-3類 (546・547)

口縁部が外反する深鉢形土器である。連続刺突文、隆起線文を施す。

C-3類 (87)

浅鉢形土器で、頚部が内側に折れ、口縁部が外反する。口縁部は無文帯、体部はRL単節斜縄文

(横位・斜位回転)が施される。

30群土器(第67図202)

嗣部に平行沈線で文様を作るものである。

A類 (202)

深鉢形土器の腕下半部で、日縁部形状は不明である。三角形を基本とする沈線で文様が展開し、

沈線開にはベニカ♂ラが塗布されている。

31群土器(第55図127)

口縁部に入組文を施すものである O

B類 (127)

付限 1-興 イ ネ f* ~1て I/~ -Tl Il寺中止 "" í1tD乏訳 II，~ 女11 2.，たち釘十伊，〆 1/ _.__ ~I ・4 、ー、 r-'- 1-11'"・一/U ノ E ‘・~ ~ v 一一・，..一一一一山ノ U

32群土器(第89図549)

口縁部に刻み E'I文をもつもので、体部に磨出縄文手法を用いて文様を施す0

8類 (549)

鉢形土器である。

33群土器(第89図550)

口縁部に平行沈線を施すもので、体部に磨消縄文手法を用いて文様を施す。

B~顎 (550)

鉢形土器である。口唇奇I~ に刻み!~文、口縁部内部に沈線が巡る。
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34群土器(第51図95、第55図124、第67間203~205)

口縁部に平行沈線を施すものである。

B類 (124・203・204)

鉢形土器で、ある。 124は 2条の平行沈線が巡り、体部は無文である。 203は3条、 204(;主4条の平行

沈線が巡り、地文L R単節斜縄文(横{立回転)である。 204の口唇部には刻み目がみられる。

D類 (95・205)

査形土器で、ある。 95は粘土癌が付き、ベニカラが主主布されている。 205は口縁部内面に沈線が巡

る。

35群土器(第23図35 ・ 36、第541玄1113、第55 区]1 25 ・ 126 ・ 133~135、第67図206 ・ 207、第68図214

~216 ・ 218、第89図551~570、第90図583 ・ 584)

口縁部に工字文を施すものである。

B類 (35• 36・125・126・207・551~554 ・ 559~564 ・ 566~570 ・ 583 ・ 584)

鉢形土器である。工字文の沈線を 2偲 1対の粘土癒で連絡するものがある。口唇部に刻み目や沈

線を施し、突起をもつものがある。口縁部内面に沈線の巡るものがある口 207は 6{聞の突起をもっO

D類 (133~135 ・ 214~216 ・ 555~558)

査形土器である。口唇部に突起をもち、口縁部は 2偲 1対の粘土癌で沈線を連絡するものが多し、。

肩部の張る器形で、工字文や平行沈線の間に連続刺突文を施すものがみられる。 213も本類に含ま

れるものであろうか。

G頼 (113)

台付鉢である。口唇部に沈線が施され、突起をもっO 口縁部内面及び台部外国に沈線が巡る。

L類 (206・218)

206は口径7.5cm、器高3.1cmの小形IIII1である。 218は 4脚をもつものである。

36群土器(第23図37. 38、第67図208 ・ 219、第89 ・ 90図571~582 ・ 585~588)

口縁部に変形工字文の臨すものである。

B類 fヌ7 ・宍8 ・つの8 ・ 571~収2 ・叩5~民只只)

鉢形土器である。口唇部に刻み目や沈線を施し、突起をもつものがある。!こl縁部内面に沈線の巡

るものがある。 208は事IJ突を施した粘土癌の付く突起が 6個みられる。口縁部は 2個 1対の粘土癌

が沈線を連絡している。内面には沈線が巡る。地文はLR単節斜縄文(斜位方向)である。 580・

587・588の口縁部には縄文がみられ、 585と586、587と588は同イ同体である。

G類 (209)

高士不形土器であるが台部は欠損する。体部は浅鉢形をなし、 6{間の山形口縁をもち、口唇部には

沈線が施される。

37群土器(第67閣210、第90図589)
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磨消縄文手法を施すものである 0

8類 (210・589)

鉢形土器である。 210は体部が膨らむ器形をなし、上部を欠く。横{立方向へ地文て、ある撚糸文を

施した後に、沈線で区画して磨消しを行う。磨消帯は横方向へ展開し、体部中程の磨消帯にはi^J

状文が 3ケ所残り、それらの中間は狭くなっている。 589は沈線区画の磨消縄文を、変形工字文風

に施す。地文にベニガラが塗布されている。

38群土器(第23図39・40)

列点文を施すものである o

E 3類 (39・40)

日縁部が外反する饗形土器である口 3条の平行沈線を施し、その下に列点文が巡る。 39は口属部

に縄文がみられ、小突起をもっ O 口縁部内面に 1条の沈線が巡る。

39群土器(第23図41.位、第90図590~593)

鋸歯状文を施すものである。

8-3類 (590・591)

口縁部が外皮する鉢形土器である。平行沈線の下に 3条の沈線の鋸歯状文が巡る。 591の内面に

は刷毛日文がみられる。

E-3類 (41・42・592・593)

口縁部が外反する整形土器である o 41・42は同一個体である。刷毛目調整後、 4本の平行沈線の

下に鋸歯状文が巡る。 592・593は同一個体である。数条の平行沈線の中と下に鋸歯状文が巡る。

40群土器(第68図217、第90図594~601)

刷毛目調整を施すものである。縄文のみられるものは、刷毛目調整後に施文される。

D類 (597)

査形土器の頚部である。外面は横位@斜位に、内面に横{立に刷毛日調整を施す。

E-3 類 (217 ・ 594~596 ・ 598~601)

口特定!¥の外反するさ整形士号号であろ" 217け頭部~:- 3条の平行沈静ーが巡り、原IJ毛日調整け外国が円

縁部(縦二位)、胸部(横位)、内面が口縁部(横位)と胴部(横位)の一部に認められる。 595・598

は口縁部が強く外反し、 595には 3条の平行沈線が巡る。 599は腕部、 600・601は胴下部の破片であ

るが、本類に含まれると考えられる。

41群土器(第67図211・212)

無文をなすものである。

D類 (211)

査形土器である。口径8.5cm、出高17.6cmで、腕部が γ くJ の字状に膨らむ。器面全面が驚かれ

ている。
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L類 (212)

口径 4cm、器高 9cmのミニチュア土訟で" 1"1縁部がすほむ器形である。胎土に小石粒を多く含み器

面に露出している。

42群土器(第91図602~613)

し、わゆる粗製土器で、ある。整形土器と鉢形土器がみられ、仁l縁部が誼立するものと外反するもの

がある口口唇i部に俸状工具の側面を押圧した刻み目を施すもの、沈線を施すもの、縄文のみられる

ものがある。 iユ縁部はほとんどが無文帯をなすものである。外面に煤状炭化物の付着するものが多

し、。 605の口縁部内面には 1条の沈線が巡る。

43群土器(第50凶84・86、第69図219)

土師器を一括した。

H類 (84・86・219)

84 ・ 219は内部黒色処理の施された台付杯である。 84は摩滅が著しく底j~i) 切り離しは不明である。

内部体部は横位方向に、底部は放射状にミカ。キを施してし、る。 219は底部切り離し回転糸切り後に

台を付けている。内面体部は横位方向に、底部は放射状にミガキを施してし、る。 86は内面黒色処理

を施さないもので、ミガキもない。台付I不で、 E支部切り離し回転糸切り後に台を付けている。

44群土器(第20図 6~11、第50図85、第69図220 ・ 221)

赤潟色土器を一括した。

E類(9・11)

し、ずれも護形土器で、口縁部が外皮してからふたたび垂直に立ち上がる。 9はログロ成形、 11は

ロクロ成形後、へラケズリ整形を行う。

F類(6 ) 

血である。底部切り離しは@転糸切り、無調整である o

H類(7・8・10・85・220・221)

j不である。全て底部切り離しは回転糸切り、無調整である。 7の内面には煤状炭化物の付着が認

ぷ)h;hぷ〔

45群土器(第51図94、第56図148、第69 ・ 70図222~224)

須恵器を一括した。

D類 (94・222)

査形土器である。 94は口縁部が外反する。日同部外面は叩き板痕が認められ、ロクロ成形後にへラ

ケズl)整形を行う。内面は胴上部が横{立に、胴下半は縦位にカキ日を施す。 222は口縁部が大きく

外反する。ロクロ成形で、頚に一条の環が巡る。

E類 (148・223・224)

須恵器大窪である。 223は口径19cmで、丸底を呈すと考えられる。)JlriJi郊外面は平行タタキ板痕、
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内部は上半が同心円、下半が平行アテ板痕の認められるものである。口縁部は横ナデが行なわれ、

胸部外面にはrt高1cmの帯状の操痕が回る。 224は推定口径44.5cm、器高72.8cm、日阿部最大任69.2cm

で、丸底を呈し、口縁部を欠く。腕部外面は平行タタキ板痕、内面は平行アテ板痕が認められる。

色調は肌色で、焼成が弱く、生焼けのようである。

46群土器(第92図614~626)

土器底部である。調査区南東の沢部から出土した土器底部に圧痕文のあるものを限定したもので
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スダレ状庄痕のものがほとんどで、多くは日三痕にナデ調整を施し、底部圧痕が判然、としないものが

多く、これらは胎土、焼成等から北陸系土器に見られる。

土製品(第93~96図)

1~ 6は土偶で、ある。 1はほぼ完形品である。目は鋭く切り込まれている。乳房が貼り付けられ、

その間にはくぼみがみられ、腹部は皇室り上がっている。体の両面に平行する沈線を入れ、後にその
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間に半一般竹管状工具による連続爪形文を施す。背中に粘土紐が貼り付けられ、連続爪形文が施され

る。 2 は顔部と左腕を欠く。乳房が貼り付けられ、腹部は盛り上がっている。体の両面に幅0.8~

1.3cmの条痕が施文されている。 3は胴部である。左乳房が剥落し、乳房の間のやや上方にくぼみ

がみられる。乳環の下と胸部に平行沈線を施し、この間に半裁竹管状工具内面による連続爪形文を

施す。その他に数条のとt線を施して文様を付けている。乳房のートに 2個の穴がみられ貫通している。

背而には 2本の粘土貼り付けと、数条の沈線で文様を付けてし、る。 4は腕部である。乳諒が貼り付

けられ、その間にはくぼみがみられる。腹部は粘土粒を貼り付けて突出させている。正面は縦位に

背聞は横位に沈線を施している。 5は胸部及び右腕である。正面は両腕が横位に、胸部より下は縦

伎に半裁竹管状工具内面による半経起線文を施す。背聞は無文である。 6は上部を欠損する。正面

と背面の中央に縦位の刻線を入れ、その両側には横位基調の刻線が施される。

7は耳飾りで、耳栓形をなすものである。

8はフイコ"の羽口である。外径 6.4cmの円筒形で孔は径 2.3cmで、ある。先端部が強く火熱を受け

ている。

9 ~13は再利用土製品(円盤状土製品)である。土器片を利用したもので、円形基調のものである。
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遺構外出土石器(第97~120図)

縦長剥片(第97凶54)

先土器時代の縦長剥片でローム層からの出土である。長さ 8.2cm、

幅 1.4cmで、両側縁は全体に刃こぼれが見られる。お質は硬質頁岩。出

j二地点を拡張し、調査したがこの 1点だけの出土であった。

石鍛(第98図55~89)

有茎@無茎のものがあり、プスフアルトの付着するものがある。 72

は簸身がかなり長し、。 76は黒n翠石製、イ出は硬質頁岩製である。

石錐(第98 ・ 99図90~104)

錐部の長いものと短いものがあり、つまみ部をもたないものもある。

硬質頁岩製である。

石匙(第99~101図105~148)

4こと〉
54 

。 5 crn 

遺構外出土石器

縦型のものと横型のものがあり、つまみ部にアスフアルトの付着するものがある。刃部が直線的

なものと曲線的なものがあり、両面加工と片面加工のものがある。硬質頁岩製である。

石檎(第101図149)

木葉形をなすもので、両面加工を施す。硬質頁岩製である。

ヘラ状石器(第101 ・ 102図150~177)

左布対象で両面加工を施すものであるが、片面加工のものも数点みられる。刃部は平行するもの

と、三角形で三辺にもつものがあり、鋸ーや斧的な機能をなすものもある。使費J頁岩製である。

掻器(第102図178、第103図179)

178は二等辺三角形をなす。両面加工で、アスフアルトが付着する。 179は片面加工である。硬

質頁岩製である。

削器(第103図180・181)

し、ずれも片面加工で、硬質頁岩製である。

三脚石器(第103国182)

三辺が弧状をなすもので、二辺が両面加工、一辺が片面加工である。

磨製石斧(第104~107図183~225)

破損しているものが多L、。刃部は丸味をもつものが多L、。 183・184は小形磨製石斧である。 213

はすり切り石斧である。凝灰岩製のものが多L、。

環状石斧(第108図226)

円盤状をなし、中心に孔をもつものである。凝灰岩製である。

独鈷石(第108図227)

破損品で、凝灰岩製である。

つムつ山
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打製石斧(第108 ・ 109図228~238)

両国加工をなすもので、刃部は直線的なものと丸味をもつものがある。 228・229は大形で、 228

は両頭をなす。硬質頁岩製が多い。

両面磯器(第109 ・ 110図239~244)

扇平な自然、石の直線をなす 1側縁に両面加工を施すものである。

石錘(第111 ・ 112図245~268)

扇平な自然活の両端を打ち欠いている。比較的丸味をなすものが多い。 266~268はくぼみ石とし

ての使用も認められる。

くぼみ石〈第112~115図255~3(8)

くぼみ部が数ケ所みられるもの、片面・両面のものがある。 301~307は扇平な泥岩製のものを使

用している。

磨沼・蔽石(第115~117図309~344)

全面を磨るもの、側面に蔽打痕の認められるものがある。

石血(第117図345)

破損している。中心部がくぼんでおり、良く磨れている。安山岩製である。

石朋状石器(第118図346~351)

中心部が若干くぼみ、良く磨れている。合石的なものもある。
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高剣(第119図352~354)

全て破損している。 352にはアスフアルトが付着する。 354の側面には溝が認められる。粘板岩

製である。

石棒(第119 ・ 120図355~358)

355・358は円筒形をなし、 358には平坦面がみられる。頭]頭部は平らである。 365は体部で、破損

している。 357は頭部に刻線で文様を施す。 355・358は流紋岩製、 356・357は粘板岩製である。

石製品(第120・121区J1 ~ 10) 

1は有溝石製品である。扇平な石の片面に断面が iV J字状の直線的な蒋をもつものである。 z尼

岩製である。 2は三三角形で石万状をなすものである。直線的な一辺は磨って尖らせ、他のニ辺も磨

っている。上部には磨切りを行っている。泥岩製である。 3~5 は有孔石製品である。 3 はほぼ円

形のものに両方から穿孔するものである。緑色凝灰岩製である。 4は扇平で三角形のものに両面か

らの穿孔が 2個施される。裏面に擦痕が認められる。泥宕製である。 5は欠損品である。属平な長

方形のものに両面から穿孔するものである。泥岩製である。 6は両端に磨切りを施すものである。

裏面に擦痕が認められる。アは円盤状石製品で、扇平なものを打ち欠いたものである口泥岩製であ

る。 8~10は刻線礁で、扇平なものを使用している。泥岩製である。

坂ノ上区遺跡、住居跡(第122図)

昭和59年度発摺調査を実施した坂ノ上E遺跡の南東偶、つまり坂の上F遺跡と分ける東へ入り込

んだ小沢の北側に検出されたもので、沢に向う斜面である。

プランは長軸5.3m 、短I~出約2.9m の長方形を呈し、多少l'Jfj き気味である。確認面からの深さは北

壁が最高で'20cm、壁は垂直に立ち上がる。 幅20cm、深さ20cmの周溝が検出され、溝内十こ 6偲のピッ

トが確認された。溝は南側と東部の一部には見られなかったが、地形が関係しているものと考えら

れる。柱穴は南側でははっきりしないが周溝内、南東偶のピットは規則的である。中央部北寄りに

長制1120cm、短車IlJ94cm、深さ14cmの隅丸長方形の掘り込みが検出された。炉及びカマドは見られなし、

が床!市に焼土が堆積し、焼痕が認められ、中央部南寄りの掘り込み上部にも焼土が堆積していた(ス

ケ 11 - '/ hー ソ i Fl==けエrz旧ィ:‘ホメ、

出土遺物 (第123凶)

土器 (1~ 5) 

5 は北東隅のピット、他は覆土日Iことである。 1~4 は縄文式土器で、ある。 1 は鉢形土器の頭部及

び!l同部である。沈線を!白線・円形に施して文様を作り出す。 2 ・3は深鉢形土器で、ある。磨消帯を

有し、 2は稜線i天!丙である。 4は頚部が内屈して口縁部が外反する深鉢形土器で-ある。口縁部は無

文帯をなし、頚古Ijに下方からの刺突を施す。 5は須恵器台付I不である。底部切り離し同転ヘラ切り

後に15?を付けている。青灰色を皇し、焼成良肝である。

土製品(6 ) 

ワーウiq
L
 



再利用土製品(円盤状土製品)である。欠損してし、る。

若器(7 ) 

小形磨製お斧である。石質は凝灰岩製である口
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坂ノ上E遺跡出土鉄滞の分析結果について

東京工業大学工学部人文社会群

高 坂秀治

今回の分析は出土遺物のうち鉄淳、炉壁、砂鉄につし、て行った。分析は化学組成を蛍光X線分析

法、結晶組成を粉末X線分析法にて行った。分析試料は水道水でよく洗浄したのち、ダイアモンド

カッターにて細分し、出来るだけ風化が進んでいない部分を選び、アセトンと蒸留水とでよく洗浄

したのち、乾!燥させ、乳針で徴細な粉末とし、その一部を粉末X線用試料とし、 残りを大気中900

℃で約 1日加熱し、付着有機物質、あるいは水分を除去し、更に四ホウ酸リチウムと共に電気炉

(大気中1200
0

C、約 2時間)で溶融し、ガラスピードを作り、蛍光X線分析用試料とした。 したが

って鉄成分の表示はすべてF匂 03 となる。

4 1.鉄棒について

分析を行った鉄浮は17点(サンフソレNo.1~ 

17) であり、これを表 1に示す。鉄浮は全般

的にチタン成分が多く含まれており、結晶物

質もウルボスピネル (2FeO・Ti02)、 イル

メナイト (FeO・Ti02) とから成っており、

ニ価の鉄はそのほとんどがチタンとの化合物

として存在している。他の地域に見られる鉄

浮には一般的にそのほとんどに鉄カンラン石

(2 FeO・Si02) が含まれ、この結品鉱物(融

Si02 

Ti02 

Alz03 

A-1 2 3 

25 .40 24 .20 17 .18 29 . 33 

15 . 22 15 .61 18 . 00 13 .42 

5 .69 7 . 95 4 .80 3 .23 

Fe203 48 .60 56 . 75 44 . 74 50 .88 

2 . 19 MgO 

CaO 

K20 

MnO 

点、1205
0C) が液相となり、環元された鉄(金

属鉄)を再酸化されな L、ように保護し、更に

不純物質である鉄ーチタン化合物を除去する

役割を果していると考えられているが、ここに見られる鉄棒

P205 

Ti/Fe 

2 . 51 2 .66 1 .82 

o . 75 o .64 0.62 o . 70 

o . 99 o . 96 o .73 1 . 28 

o .71 o .62 0.68 o .75 

o .11 o . 06 o .07 o . 12 

0.268 0.272 0.257 0.263 

Oif，.}t斤えノ白 λ フ'J通告;'{l 走ぜ二台、/弓ン Z二;ld"l，子ル λ).-"~注?キわずし、 fì

し、。したがって鉄、チタンなどの成分以外はそのほとんどが

非結品物質となってしまったのであろう。このようにチタン

成分の多く含まれる鉄、伴には、我々が分析を行って来たもの

のうちでは概して東北地方にその例が多いが、これは製鉄に

使用された砂鉄の質に由来していることが大きな理由となっ

ているのであろう。このような質の悲し、砂鉄から鉄を作って

いるにもかかわらず鉄の収率(砂鉄のTi/F e{IT[と鉄停のTi/

Fe 値から計算された計算収率で、 実際の収率はこの数値を

つ山

表 1

A-5R (炉壁)A-5W噛|
Si02 71 .36 71 .15 

Ti02 o .81 o . 79 

A1203 20.32 20 . 26 

Fe203 3 .72 3.67 

MgO 1 . 23 1 . 35 

CaO o . 20 o .43 
K20 2 . 29 2 . 29 

MnO o . 04 o .04 
P205 o . 02 o .02 

I Ti/Fe 

表 2



下回るのが普通である)は高く、下限は50.2%であり、上限は80.7%という値が求められる。

2. 炉材について

炉材試料は表面がスラグ化した熔壁(試料No.5)を用いた。スラグ化した

部分を夕、、イアモンドカッターにて分離し、吏に色調によって 2種類に分けて

見た。すなわち熔融音[5に近い白色部分 (A-5 W) と (A-5 R) 

とである。化学組成を表 2に示すが、各成分は全く良く一致している。結品

組成はし、ずれもアルファーコーツ (SiOz) と共通してし、るが、 A-5Rのガ

が結品度ーがはるかに高いことが認められるが、これはA-5Wが高温部によ

り近くにあるために起る現象である。組成から粘土と砂を混合して炉材とし

スサを混ぜて炉を構築したのだろう。

3. 砂鉄について

砂鉄の化学組成を表 3に示す。チタン成分は 12.56%と比較的高い値を示

しており、結晶組成はチタノマグネタイト(チタンを固溶したマグネタイト

ヱエチタン磁鉄鉱)のみで‘あった。先に示した鉄浮の収率は、この砂鉄を出発

物質として考えたものであり、この地域の砂鉄の特徴を示すものであろう。
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A町 Is(砂鉄)

SiOz 1 .11 

TiOz 12 .56 

Alz03 o .39 

FeZ03 83 .04 

MgO 1 .86 

CaO o .21 

KzO tr 

MnO o .83 

PZ05 tr 

己/Fe 0.130 

表 3



まとめ

遺構について

本遺跡で検出された遺構は北、商、南に入り込んだ沢に面する台地縁辺部に主として構築されて

いる。各時期によって台地上の選定に違L、がみられる。縄文時代中期初頭の竪穴住居跡 6車k 問中

期末の竪穴住居跡 6軒、弥生時代の竪穴住居跡 1軒、平安時代の竪穴住居跡 2軒、時期不明のもの

1軒、時期不明の掘立柱建物跡14棟、土拡146基等である。

縄文時代中期初頭の住居跡群(6、 8、10、14、15、16号住居跡)は遺跡の南、南東部に位置す

る。 8号住居跡は19mX6.1mの隅丸長方形を呈する大形住居跡であり、当台地上では初めての検出

である。大形住居の在り方、機能については種々の課題があるが、 8号住居跡内の遺物出土量は少

なく、円筒上層 b式期の土器片を含めた数点にとどまり、百器も石鎌、石匙、へラ状石器、磨製石

斧、磨石、くぼみ石等数点の出土である。 1点のみではあるが北東隅で比較的大形の台石が床間i底

上から出土してし、る。量的保証はなし、が磨石と台石が確認されており、住居跡内からの植物遺体等

の出土はないが、 j度辺誠氏の提唱する「共同作業場」説は雪国である点も考慮して支持できるであ

ろう。 15号、 16号住居跡はともに 2段構造の床面を有する住居跡で、能代市「杉沢台遺跡J 検出の

住居跡(時期は縄文前期末~中期初頭)の床面も 2段構造を特徴としている。出土遺物、遺構から

も円筒文化の系譜をたどれそうである。 16号住居跡の時期は出土遺物から円筒上層 a式期であるが

15号住居跡は極めて出土遺物が少なく (縄文地文の土器片数点)、住居内地問隅に石棒(全長108cm

(推定)怪約15cm) の砕片が炭化物、焼土とともにまとまって検出され、住居東壁際に土偶(第93闘

いがほぼ完形で発見されており、この住居の特殊性を示す出土状況と言える。これら中期初頭の

住居群は 6軒とも地床炉を有し、 8号、 10号、 15号、 16号住居跡の長車111方向は北東である。この住

居群の東側から入り込んだ沢は16号住居跡の北西まで、進み、浅い沢である。後述する円筒上層a式、

大木7a式併行、北陸系土器の出土はこの沢部からの検出であり、この期の遺物の大部分を占める。

捨て場としての性格を考えてさしっかえないものであろう。ただし、この沢を南北に通る農道(15

号、 16号住居跡西側)の部分は未調査であり、昭和60年度に再調査する予定である。沢の利用につ

いては調杏後、，結論合出 1< f，-いル者タアいろで

縄文時代中期末の住居跡は北側沢縁部(1号、 2号、 9号住居跡)と南東沢縁部(11号、 12号、

13号住居跡)に位置する。南東部の住居跡は同時期住居跡群と離れているが、北側の住居跡は小沢

を隔てた「坂ノ上巳遺跡」との関連とし、うよりは「坂ノ上 E遺跡J の一部として捉えられるもので

ある。この期の遺跡は新都市開発計画地域内で今までに11ヶ所も確認されており、今後の調査では

噌加する可能性がある。これまでの調査では住居の軒数に違いはみられるが、規模は大形、中形、

小形の住居が存在し、中形、小形の住居跡が多く見られる。炉の形態はいわゆる複式炉と称される

もので、本遺跡においてもその組み合せは 5タイプし①石間土器埋設部十石組部(1号住居跡)②士

号泣坦設部十掘り込み部+掘り込み部(2号、 9号住民跡)③土器埋設部+石組部十掘り込み部(12
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号住居跡)⑤石間土器理主支部十石組部十掘り込み部 (13号住居跡)に分類ができ、各同時期遺跡に

おいても複式炉の形態は 〈石間土器埋設部) (石組音1)) (掠り込み部〉の各 2部又

は 3部のそれぞれの組み合せで、構成されるものである。住居規模、時期によって定形化される傾向

は判然としないが、本遺跡の11号、 12号、 13号住居の炉の中事rlJ方向は北東~南部を示している。こ

の時期の住居跡は切り合いがほとんどみられな L、こと、土器型式等から、ある一定期間内における

住居存在数を把握することは困難であるが、この台地上の縄文時代中期末の各集落問の在り方にっ

し、て総合的な分析と検討が必要とされる。(今年度調査した「下堤 E遺跡、」では同一住民内で炉の

新旧関係が確認された例が 5軒あり、複式炉、土器埋設炉ーから石閤い炉への移行がつかまえられて

いる。)

弥生時代の住居跡は西側沢縁部に面する台地中央部に 1軒検出された(7号住居跡)。

秋田県内で弥生時代の住居跡が確認されたのは昭和58年、若美町「横長根A遺跡」が初めてであ

り、その後、秋田市 γt湯易ノ沢A;I遺室跡」山、河辺町 γ風無台豆遺跡Jで

跡南の q狸里由!崎崎Aj遺宣跡J でで、も{住主居跡 1車軒干が確認認;されている。 r狸Ii時A遺跡」を除L、た前記 4住居跡の

プランは円形を基調とし、周溝(壁溝)をもち、炉はお囲い炉と地床炉があるが、 γ横長根A遺 跡J

「湯ノ沢A遺跡J の炉内及び周辺には礁が検出され(火熱を受けてし、ないが、横長根A遺跡では炉

に付惰するものと報告されている)、本住居跡の炉内北側に見られた2個の1擦は火熱を受けており、

やはり炉に付設したものと考えられるが形態ははっきりしない。柱は炉を中心とした 4本が主柱で

ある点は共通する。規模については「横長根A遺跡J6.7m、 「湯ノ沢A遺跡J 11.6X10.7m、 γ風

無台 E遺跡」約 8X7m、 「狸|崎A遺跡J7.9X6mで比較的大形化し、「坂ノ上 F遺跡J12.4X11m 

が最大の面積を持つ。また、本住居跡の周溝は南東で一部途切れ、中央にピットが確認された。台

地におけ偽る住居跡の位置等から出入口施設を想定できるものである。

本台地で検出された弥生時代の住居の在り方はその占地において東側が閉し、た舌状台地の先端部

中央に 1軒の構築を特徴とする(湯ノ沢A遺跡では弥生時代の住居跡が 2軒検出されているが、 2

号住居跡は倉庫的性格の遺構と考えているんこれは、この地域に限定された弥生期の集落の様相を

示 J--r t、ろのか今後の賢料増加を待つ他ts:¥..、が、昭和初年、発掘調査予定の「地蔵田 B遺跡」は百

積も広く、弥生時代の遺物が確認されている遺跡であり期待される。

平安時代の住居跡は 4号、 5号住居跡であり、ともに住民東壁南寄りにカマドを持つもので、出

土遺物は赤褐色土器の士不(底部切り離し回転糸切り無調整)、護口縁部(ロクロ成形後へラケズリ整形)

形)と 5号住居跡からはふいごの羽口が出土している。これら赤褐色土器の年代にっし、ては10世紀

前後と考えられ、北側の小沢をはさんで「坂ノ上巳遺跡J の製鉄炉(1基)、炭焼窯(1基)が昭和

59年度に調査され、遺物は全く出土していないが炉の形態等カミら 9~10世紀と考えられている。 5

号住居跡のふいご羽口出土をもって、この製鉄炉との関連を促えたL、所ーであるが決定に去らない。

今調査において前記「坂ノ上 E遺跡」の製鉄炉、炭焼窯の東側で住居跡が 1軒検出された。住Ji号跡

円，，

u口。つω



は長方形を呈し、 3面に周溝がみられるもので斜面に構築されている。出土遺物は縄文時代土器と

北東隅柱穴からの須恵器令付杯であり、縄文式土器は住居跡への流れ込みで、 1点の出土であるが

須恵器台付師がこの住居の年代を推定できる。この須恵器台付杯は底部切り離しが回転へラ切り後

に台を付けたもので 9世紀前~中頃と考えられる。最近、鹿角郡小坂町所在の「白長根館 I遺跡j

において平安時代の住居跡が11軒検出され、プランは長方形で周溝があり、内部に炉状の施設を持

つもので、うち 6軒から羽口と鉄津が出土し、 SIl6、17、 18の住居跡はし、ずれも斜面に構築され、

製鉄関連の工房跡と考えられてし、る報告がある。本住居跡内からは羽口、鉄百三等の出土はないもの

の須恵捺台付町、の時期等から製鉄炉と関連する遺構と考えられる。

調査区北側に集中している掘立柱建物跡群は10棟を数えるが、遺構内からの関連遺物はなく、沢

を隅てて近接する製鉄炉等の関連、また時ー期についても不明である。

(註)

(註 1) 渡辺 誠「縄文時代の植物食J 1974 雄山間

渡辺 誠「縄文人とトチの実J 1985 帝塚山考古学No.5

(註 2) 秋田県教育委員会「杉沢台遺跡・竹生遺跡発掘調査報告書J 1981 

(討::3) r下堤 8遺跡J r下堤 E遺跡J r下提 F遺跡J r下堤G遺跡J r坂ノ上E遺跡J r湯ノ

沢 A遺跡J r湯ノ沢 B遺跡J r湯ノ沢C遺跡J r湯ノ沢D遺跡J r野畑遺跡J r台A遺

跡」

(註 4) 秋田県若美町教育委員会「横長根A遺跡J 1984 

(註 5) 秋田市教育委員会「秋日3臨空港新都市開発関係埋蔵文化財発掘調査報告書J 湯ノ沢A遺

跡 1984

(討:6 ) 昭和59年度、秋田県教育委員会で発掘調査を実施している七曲臨空港工業団地造成地域

内で確認されている。当開発計画地域の台地と岩見川をはさみ南東対岸に位置する。

(託 7) 秋田市教育委員会「秋田臨空港新都市開発関孫埋蔵文化財発掘調査報告書」坂ノ上E遺

跡 1984

仁氏 1 rg;z形炉本ノヰ、つ製鉄土11てl 秋田市坂ノ上 E遺跡、季刊考古学 第 8号 1984 

(註 9) 秋田県教育委員会 γ東北縦貫自動車道発掘調査報告書XJ[J 白長根館 I遺跡 1984 
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漬物について

ここでは特に縄文時代中期前葉のこと器群と弥生時代のごt器群についての概略を記述してみたい。

縄文中期初頭の土器は遺構内外から出土しているが、特に調査区南東部の東側から入り込んだ沢

からの検出でこの期の捨て場と考えている所からの土器を主体にした。

出土土器は円筒上層 a式、大木7a式(併行式)、北陸系の土器、石拐で、北陸系土器の出土量が移

しい。最近、県内で、北限系土器を伴出する遺跡が増加しているがこれほど多量に出土した例はなし、。

県内におし、て北陸系土器が出土する時期は縄文時代前期末から中期前半であり、通称御所野台地と
(長lゐ1)

呼ばれるこの計画地域内でも縄文時代前期末~中期前半の過渡的様相を示す遺跡(下堤D遺跡、下

堤 G遺跡・湯ノ沢 B遺跡)が知られている。しかし、本遺跡出土の土器については縄文時代前期末

の出土土器はなく、中期初頭、円筒上層 a式期、大木7a式期にほぼ限定されるもので北陣地方の土

器編年と比較すると同時にこの時期に伴う北陸系土器の荘り方を検討することは可能であるが、出

土状況からしでも北陸地方の如く土器編年を組み立てることは困難と言える。北陸系土器群につい

ては、石川県鹿島町徳前に所在する了徳前 C遺跡J 出土土器を中心に参考とした。 1 群~7 群まで

を北陸系土器として扱ったが 7 群土器は胴部破片であり、 2 群~6 群土器の一部と考えられるもの

である。

この沢部から一括で、出土した土器の中では量的に少ないものの、 22群二|二器は口縁部に撚糸庄痕、

単軸絡条体圧痕を平行に施し、口容部や頚部隆帯、それに粘土紐貼付けによる懸垂状文、突起にも

施文されるもので円筒上層 al式土器である。 23群土器は口縁部に横位方向へ 2~3 条の平行撚糸庄

痕文や iUJ i口」字状、波状、鋸歯状に撚糸圧痕を施文するもので口唇部、頭部隆帯、粘土紐貼

付けによる懸垂状文にも施される円筒上層h 式土器で‘ある。

9 群 ~21群土器は大木7a式に比定される一群で(東北南部においても大木7a式期の比較資料が少

なく、今後の増加が待たれる分野である)、深鉢形土器が圧倒的に多く、浅鉢形土器も含まれている。

深鉢の口縁は外反するものがほとんどで、内湾しながらゆるく外反するものもある。口縁は山形口

縁と平塩口縁のものがあり、山形口縁(4単位)を有するものが多L、。口縁部、頚部の施文は半裁

竹管状工具を用いた半隆起線文による構{立方向へのす様横行責がギ休であり.平行文、波状文、つシ

パス文、鋸歯状文、爪形文等を施文し、r-ll形口縁頭部下には粘土紐を縦位に貼り付けるものが多く

これら隆帯には撚糸圧痕が施される。沈線による施文は少なく、平行する 2条の沈線で横{立方向へ

の連弧文の土器(第71図234) や日縁部の沈線開に波状沈線文の施されるもの(第71図237) などで

ある。東北南部出土の大木7a式土器と比較すると施文方法に相違が認められるが、器形、文様構成

等に類似性を見い出すことができょう。(第84図490) の土器は口縁部が内湾気味に立ち上がる深鉢

形土器と思、われる。沈線と刺突による文様構成で五領ケ台式土器の系統が考えられる。 8群土器は

粗製土器を一括した群で、ある。深鉢形が主体で文様は縄文、撚糸文、無文の土器がみられ、口縁古I~

は複合口縁をなすものが多く大木7a式、下小野式との関連をたど、れる一群である。 1 群~7 群の北

d
q
 口。



陸系土器は前述の土器群とともに縄文中期初頭に位置づけられるもので、新保様式の範時で理解さ

れ、 1群土器(口縁部に斜位格子目文を施文するもの)、 2群土器(口縁部に縦位半i珪起線文を施す

もの)、 3群土器(口縁部の縦{立刻線に横位に沈線がi直交し、三角形印刻文、蓮華状文をもつもの)、

4群土器(口縁部に横位無文部:を主にもつもの)、 5群土器(器回全体に刻目文・格子 13文・縦位、

横位半隆起線文 e 無文帯ー三角形印刻文等で区画した鼓形の土器で、ある)、 6群土器(口縁音1)の横位

半隆起線文間に縄文・撚糸文が残るもの)に類別を行なった。北陸地方の縄文時代前期末葉から中

期の土器編年は、最近の調査資料から編年が検討されてレるがここでは本遺跡と比較的類縁性の見

られる「徳前 C遺跡J の西野秀辛口氏による編年に対比すると、本遺跡の 1~6 群土器は「徳前 C遺

跡」の第 2群土器以降に該当し、新保様式(第 3群1A類、第 3群 1B類、第 6群 3類)、新崎様式の

第 1形式(中平式、第 3群1C類、第 6群 4類)土器まで包含されることとなるが様式内の細分は無

理であり、出土状況から円筒上層a式、大木7a式期の編年に比定される北陸系土器と理解する事が

妥当であると思われる。秋田県山本郡八竜町「萱刈沢貝域」に好例がみられる。この貝塚は円筒下

層 d式~上層 a式期、大木7a式~8b式期の貝壌で、 5号住居跡から円筒上層 a式土器と大木7a式、新

11荷式の土器が伴出しているもので注目される。

このほど「秋四県におけh る北陸系土器についてJ とし、ぅ研究報告が富樫泰時代によって著わされ、

県内で、北陸系土器出土の遺跡は日本梅沿岸に集中する傾向があるものの、北は米代川上流から南は

雄物川上流でも確認され、今後全域で確認されることは確実であろうと予想して、さらに山内清男

氏が指摘した「侵入的又は貫入的」に土器が入ってきたとは忠われないほどの出土最がみられ、頻

繁に交流のあったことを示唆している。今後、自本海沿岸各地域においてこの期の遺跡増加に伴な

し、各文化圏との関わり方へ波及してし、く問題と考えられるのである。縄文中期初頭の土器が最も多

く出土した沢部は一部農道で、未調査である。昭和60年度に追調査する予定であり、調査後、再検

討したいと考えている。

弥生時代の住居跡は 1軒の検出で、この台地における弥生住居の在り方に特徴があることに若干

触れた。出土土器は34群 ~42群が該当すると考えられるものである。ただし、これら土器群は層{立

的に捉えられたものではなく、住居跡内覆土からの出土状態、においても同一層内出土として確認さ

れた土器を含めた一群で、ある。

土器には鉢、壁、高杯、護の!諒形があり、惹はみられな L、。文様は平行沈線文・工字文・変形工

字文・磨消縄文・列点文・鋸歯状文・刷毛 fl文・無文の土器が認められ、東北北部、中部、南部の

各地域の弥生期の特徴を有する土器が混在し、それだけ土器形式の異なる土器を含んでいる(大澗

A式、大澗K式、砂沢式期 CU-I王困層式)、宇津ノ台式、志藤沢式期)。しかし、遺構と遺物出土の状

況から、これら土器群はほぼ同時性と理解され得ると考えられるもので、この地j或における、縄文

時代晩期末の経済社会から弥生時代の経済社会へ移行する過程での生活基盤の態勢は稲作農耕社会

を受け入れる下地が出来上がり、急速に到来してきた稲作農耕社会へ地域性を持続しながら転換し

F
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u
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て行勺たものであろう.非常に概念的なまとめ品な今てしま勺た事を反省し、制和帥年皮に沼跡の聞

東民所荘する向時期的 「地蔵田 S>!l崩h の調査後民改めて土掃の検討を加えたL、
(4:円

(設 1) 紋OJ市教育聖書員会「駄回市下堤D冶跡発$l絢賓fl!告'r!}J 1982 

{舘2) 秋開市教育委員会『駄曲院当日港新都市開発関係開蔵文化財発燃開悲報告mJ 下掩G)i!~

渇ノ沢8池跡 1983 

〈段 3) 石川県 r!A島町史J 資約線上巻、 (1鹿島町の考古資料) 1982 

{議叫 石川県立理蔵文化財センタ ー CBl(鳥町総附C遺跡向型E報告<11')， 1983 

<~ 5) 門簡上1I!l.式は r石神遺跡J 凶70でiJ:板醐弥氏によ勺て Zlll!式に分制され、指位的巳も

認められている。

(詰 6) <l!!4) と同じ

大区分 様式 形 式名
掛甜iC遺跡の 北限の

中 都 部 車 東 北代表的器種 ヨ己饗 遺跡

腕 筒浦上府武 首11群 3. 4 量 時

浦

腕 調 {第 l下形前式，} (;再 i鮮〉 制 岡 県域 麟 場 十三 者;織 円筒下iI'ld
トー

下層制

朝 U 式

{第 2形式) 第 2鮮
野 島 大 門

J情久保式第3群 円筒J巳届a
新保式 書131.1'1 A葺1新保 {積蘇1967) 大本 7 • 

新際式保

西中
{懇久保式) {五似ケ台)中 lt!r.，駁手山{第 3形式} 第 3鮮 1Bm

古 E軍省
認久保式官官Z併

(郷 3段階} ;tI 6 U干3綴
f豊 前

(曜覇軍最1967)

(郷 1形式) 郷3t手 1cm 中 'f' 
'1Ii .，・ 平式 第 6砕 4緩 通 り 鼻

崎
{第 2形式式) 

新 輸
厳照 寺費調 糊 新 崎 I
馳iI岳民同E

〈割13形式) 請Y 鮒
(続縦}

式 1時 JIl 新 崎 H式 上山[u貝爆

前年対応袋五主宰 (岡野弱年来)

{主主7) 八穂町教育司書民会 『鷲狗j沢貝場J 山本郡八竜町主主メ11沢貝塚発鋸綱在報告湿 1979 

{証8) 冨患者居時 r軟同県民おける北陸系土穏について」 本蕊市史偶党、第閉号 目84

(設9) 本遺跡出土の北陸系土S告を実見された小島俊IY>氏は士号告は遮本的に北極地方と置I似する

/J'、文様構成に若子の援拠*認めざるを侮なt、とlIi織された. ζれは北陵地方から東北

地方への土橋虫:化的移行が間緩的である可能性会後示してレるし、 手守地臓の遺跡ItH，土

保の飴土分析等を行ない比鮫検討する必掛怯も探題として、ょう.
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